
平
成
二
十
六
年
五
月
一
日
提
出

質

問

第

一

四

九

号

日
米
首
脳
会
談
と
日
米
共
同
声
明
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

辻

元

清

美
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日
米
首
脳
会
談
と
日
米
共
同
声
明
に
関
す
る
質
問
主
意
書

二
〇
一
四
年
四
月
二
十
四
日
、
安
倍
総
理
大
臣
と
オ
バ
マ
米
大
統
領
は
首
脳
会
談
を
行
い
、
翌
二
十
五
日
に
は
共
同
声
明
を

発
表
し
た
。
以
下
は
安
全
保
障
に
関
わ
る
記
述
で
あ
る
。

●
日
米
安
保
条
約
に
つ
い
て

日
米
首
脳
会
談
（
概
要
）
・
日
本
語
「
オ
バ
マ
大
統
領
か
ら
は
、
日
本
の
施
政
下
に
あ
る
領
土
は
日
米
安
保
条
約
第
五
条
の

適
用
対
象
で
あ
り
、
尖
閣
諸
島
も
そ
れ
に
含
ま
れ
る
旨
述
べ
た
。
ま
た
、
米
国
は
尖
閣
諸
島
に
対
す
る
施
政
を
損
な
お
う
と
す

る
い
か
な
る
一
方
的
な
行
動
に
も
反
対
す
る
と
の
考
え
を
確
認
し
た
。
」

日
米
共
同
声
明
（
仮
訳
）
・
日
本
語
「
こ
れ
ら
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
は
、
尖
閣
諸
島
を
含
め
、
日
本
の
施
政
の
下
に
あ
る
全

て
の
領
域
に
及
ぶ
。
こ
の
文
脈
に
お
い
て
、
米
国
は
、
尖
閣
諸
島
に
対
す
る
日
本
の
施
政
を
損
な
お
う
と
す
る
い
か
な
る
一
方

的
な
行
動
に
も
反
対
す
る
。
」

●
集
団
的
自
衛
権

日
米
首
脳
会
談
（
概
要
）
・
日
本
語
「
集
団
的
自
衛
権
等
と
憲
法
と
の
関
係
の
検
討
に
つ
い
て
、
今
後
有
識
者
報
告
書
が
提

出
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
り
、
そ
の
後
政
府
見
解
を
示
し
た
い
と
述
べ
た
。
こ
れ
に
対
し
オ
バ
マ
大
統
領
よ
り
、
日
本
の
こ
う
し

一



た
取
組
に
つ
い
て
歓
迎
と
支
持
が
示
さ
れ
た
。
」

日
米
共
同
声
明
（
仮
訳
）
・
日
本
語
「
米
国
は
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
日
本
が
検
討
を
行
っ
て

い
る
こ
と
を
歓
迎
し
、
支
持
す
る
。
」

尖
閣
問
題
に
つ
い
て
、
オ
バ
マ
大
統
領
は
、
共
同
記
者
会
見
の
な
か
で
、
「
（
米
国
は
）
尖
閣
諸
島
の
主
権
の
最
終
的
な
定

義
に
つ
い
て
、
立
場
を
決
め
な
い
」
と
し
て
、
尖
閣
の
領
有
権
の
帰
属
に
つ
い
て
は
中
立
的
な
立
場
を
強
調
し
て
い
る
。

一
方
、
集
団
的
自
衛
権
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
よ
う
な
報
道
が
あ
っ
た
。

「
（
安
倍
総
理
は
）
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
に
向
け
た
検
討
状
況
を
説
明
し
、
オ
バ
マ
米
大
統
領
か
ら
『
歓
迎
し
支
持

す
る
』
と
の
立
場
が
示
さ
れ
た
。
」
（
二
〇
一
四
年
四
月
二
十
四
日
、
Ｍ
Ｓ
Ｎ
産
経
ニ
ュ
ー
ス
）

「
日
米
両
政
府
が
二
十
五
日
に
発
表
し
た
共
同
声
明
に
は
、
安
倍
晋
三
首
相
が
意
欲
を
示
す
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
に

つ
い
て
『
米
国
は
日
本
が
検
討
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
歓
迎
し
、
支
持
す
る
』
と
の
文
言
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
」
（
二
〇
一
四

年
四
月
二
十
五
日
、
毎
日
新
聞
）

一
部
報
道
が
「
（
オ
バ
マ
大
統
領
が
）
集
団
的
自
衛
権
の
容
認
に
つ
い
て
支
持
し
た
」
と
報
じ
て
い
る
が
、
当
日
の
記
者
会

見
お
よ
び
共
同
声
明
の
内
容
を
み
る
限
り
、
「
歓
迎
、
支
持
」
し
た
の
は
「
行
使
に
関
す
る
事
項
の
検
討
（
ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ

二



ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）
」
に
す
ぎ
な
い
。

以
下
、
質
問
す
る
。

一

四
月
二
十
四
日
の
記
者
会
見
で
オ
バ
マ
大
統
領
は
「
領
有
権
に
関
し
て
の
決
定
的
な
立
場
は
示
さ
な
い
」
と
発
言
し
て
い

る
が
、
政
府
は
、
米
国
は
「
尖
閣
諸
島
は
日
本
の
領
土
で
あ
る
」
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
と
考
え
る
か
。

二

竹
島
に
つ
い
て
。

�

日
米
首
脳
会
談
に
お
い
て
、
竹
島
に
つ
い
て
の
議
題
を
日
本
側
か
ら
提
起
し
た
か
。
し
た
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
会

談
内
容
と
な
っ
た
の
か
。
し
て
な
い
と
す
れ
ば
、
し
な
か
っ
た
理
由
を
述
べ
ら
れ
た
い
。

�

日
米
共
同
声
明
に
お
け
る
「
日
本
の
施
政
の
下
に
あ
る
全
て
の
領
域
」
の
「
全
て
の
領
域
」
に
、
竹
島
は
含
ま
れ
る
と

い
う
見
解
か
。

�

政
府
は
、
竹
島
は
日
米
安
保
条
約
第
五
条
の
適
用
対
象
で
あ
る
と
い
う
見
解
か
。

三

集
団
的
自
衛
権
に
つ
い
て
。

�

日
米
首
脳
会
談
や
日
米
共
同
声
明
に
お
い
て
、
米
国
側
が
示
し
た
の
は
「
集
団
的
自
衛
権
の
容
認
」
に
つ
い
て
の
「
歓

迎
、
支
持
」
か
。
そ
れ
と
も
「
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
に
関
す
る
事
項
の
検
討
」
に
つ
い
て
か
。
事
実
関
係
を
問
う
。

三



�

「
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
に
関
す
る
事
項
の
検
討
」
に
つ
い
て
で
あ
れ
ば
、
「
（
オ
バ
マ
大
統
領
が
）
集
団
的
自
衛
権

の
容
認
に
つ
い
て
支
持
し
た
」
と
す
る
報
道
は
、
日
米
首
脳
会
談
や
日
米
共
同
声
明
の
内
容
を
正
し
く
報
じ
て
い
な
い
と

考
え
る
か
。
政
府
の
見
解
を
問
う
。

右
質
問
す
る
。

四


